
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 おしゃかさまも微笑んでおられました。 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春季永代経法要 4 月 28、29 日と永代経法要を 

おつとめさせていただきました。両日とも多くの 

ご参拝をいただき、読経の中、先往された方々を 

偲び順次ご焼香です。両日白山町から御出講の楠原 

純悠さんより「仏さまの願い」と題してご法話をい 

ただきました。母方のおばあさんが残された「いつはする こともわから 

でわがいのち いきつくさきは 蓮のうてなぞ」との尊い味わいなど優しく、細かく和らかくお話ください

ました。法要後にお同行さんからのお手紙をご紹介いたします。「春季永代経法要を厳修され、今年も尊く 

有難いご縁を二日ともお参りさせていただくことができましてありがたく本当に倖せでした御礼申し上げ

ます。今回のご講師楠原純悠師は一志町川口西向寺様で、私は遠い昔の事ですが、父が国鉄時代名松線の伊

勢川口の駅長で五年程勤務させて頂いた頃、私は小学校五年、六年と川口の小学校に通学し、川口小学校の

卒業生で、その後松阪の飯南高女に名松線で通学致しましたので、想い 

で多き土地ですので、何となく懐かしく、親近感で楠原先生ともお話を 

交し、とても嬉しく感じました。ご法話もとても丁寧に、優しく解りや 

すく御法話頂き楽しく聴聞させて頂きました。本当に尊いご縁有り難く 

厚く御礼申し上げます。「法僧の明るき笑顔に若葉光」合掌 落合登代子 

 

 

無量寿会はなまつり 4 月 5 日無量寿会 

はなまつり、総会が執り行われました。 

岡田さん声調で「正信偈」後、会員さん 

全員灌仏をいたしました。総会では皆勤賞 

準皆勤賞、参加賞の花がそれぞれ贈られ 

ました。花見団子でのティータイム、住職 

法話と唱歌、井関会長の手遊びのひととき。 

にちょうがっこう終了式 3 月に小学校を卒業した太田 

怜那さんに本願寺より連盟 

賞が贈られました。低学年の 

頃からにちようがっこうに 

参加、本山参拝、名古屋別院、 

サマーキャンプの想い出も 

沢山です。また、遊びにおいで 

お経には 庄松を たすくるぞと と書いてある 

おらぁ 石の下には おらぬぞ  (お浄土にまいるので墓にはいない) 

アニキ、覚悟はよいか (ご門主の衣の袖を握り、信心を問う)    讃岐の庄松さん 

 

4 月 1 日(日)常信寺様で第 12 回鈴鹿組はなまつりが 

開催され、多くの方が参加されました。「らいはいの 

うた」おつとめ、子どもたちが灌仏しました。 

今日は、フルート演奏です。本堂いっぱいに爽やかな 

春風の音色がひろがり、みなさん心音によいました。 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwinpZn9kfjaAhWEI5QKHQKpCY4QjRx6BAgBEAU&url=http://o-demae.net/blog/archives/1130.html&psig=AOvVaw09kDaIaKqqFpVCf44DXA2Q&ust=1525938477955489


 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北
海
道
札
幌
も
こ
数
日
の
気
温
上
昇
に
て
雪
解
け
が
進

み
、
水
仙
、
ク
ロ
ッ
カ
ス
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
沢
山
の

芽
が
冷
た
い
土
中
か
ら
顔
を
出
し
て
居
ま
す
。 

さ
て
、
昭
和
３
０
年
代
に
、
私
達
若
者
に
爆
発
的
な

人
気
を
得
た
の
は
石
原
裕
次
郎
で
し
た
。
彼
の
映
画
の

中
で
の
言
葉
に
鋭
く
反
応
し
て
、
直
ぐ
に
そ
の
言
葉
と

態
度
を
真
似
ま
し
た
。
そ
の
事
が
恰
好
が
良
い
こ
と
だ

と
思
い
込
ん
で
の
仕
業
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
代
の
大

人
達
は
、
ど
の
様
に
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
、
今
に
な

っ
て
ふ
と
振
り
返
り
思
う
時
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

会
社
勤
め
の
或
る
日
に
、
会
社
前(

札
幌
大
通
り
４
丁
目

公
園)

に
て
、
偶
然
に
も
、
石
原
裕
次
郎
の
ロ
ケ
現
場(

西

部
警
察)

に
出
遭
い
ま
し
た
。
彼
の
目
の
前
１
～
２
ｍ
の

処
で
し
た
。
こ
の
出
遭
い
が
忘
れ
ら
れ
な
く
、
一
層
フ

ァ
ン
に
成
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
年
後(

昭
和
６
２

年)

に
彼
、
石
原
裕
次
郎
は
体
調
を
崩
し
往
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
記
念
館
が
、
彼
の
出
生
地
小
樽
に
、
平
成
３

年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
当
然
の
如
く
見
学
訪
問
致
し

ま
し
た
。
彼
が
養
生
さ
れ
た
熱
海
に
も
夫
婦
で
行
き
ま

し
た
。
小
樽
方
面
へ
ド
ラ
イ
ブ
す
る
時
に
は
、
必
ず
記

念
館
を
訪
れ
記
念
写
真
に
収
ま
り
ま
し
た
。
平
成
２
９

年
に
突
然
に
記
念
館
を
取
り
壊
す
こ
と
が
決
ま
り
、
あ

あ
一
時
代
が
終
わ
る
の
だ
～
と
感
慨
深
く
心
が
湿
り
ま

し
た
。
閉
館
前
に
も
数
回
訪
れ
ま
し
た
。
平
成
３
０
年

３
月
１
８
日(

日)

今
年
初
め
て
の
ド
ラ
イ
ブ
で
小
樽
港

を
訪
れ
ま
し
た
。
何
時
も
の
ド
ラ
イ
ブ
道
を
通
る
時
に
、

石
原
裕
次
郎
記
念
館
に
重
機
が
見
え
ま
し
た
。
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
既
に
記
念
館
の
姿
形
は
消
え
て
い
ま
し

た
。
え
え
え
・
・
・
大
き
な
声
で
、「
無
い
」
と
隣
に
座

る
妻
に
叫
び
ま
し
た
。
妻
も
ビ
ッ
ク
リ
・
・
・
声
が
出

ま
せ
ん
。
何
故
か
、
私
の
心
に
淋
し
さ
で
涙
が
流
れ
ま

し
た
。
昭
和
時
代
の
想
い
出
が
ま
た
一
つ
消
え
ま
し
た
。

さ
み
し
い
で
す
ね
、
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
な
り
ま
し

た
。 

 
 

 
 

４
月
５
日 

北
海
道
大
島
義
勝
さ
ん 

横山りりかさん・吉川歩花さん 

初
夏
の
風
薫
る
爽
や
か
な
頃
。
し
か
し
暑
く
な
っ
た
り
、
肌
寒

い
日
も
あ
り
と
不
安
定
な
毎
日
で
す
。
宗
祖
の
時
代
も
夏
に
霜

が
降
り
た
と
い
う
異
常
な
気
候
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

な
も
あ
み
だ
ぶ
つ
。
ど
う
か
く
れ
ぐ
れ
も
、
お
だ
い
じ
に
て
、 

暮
れ
泥
む 

指
も
て
き
み
に 

手
紙
か
く 

初
夏
の
お
と
ず
れ 

紫
陽
花
の
花 

幼
子
の 

よ
ち
よ
ち
歩
き 

う
れ
し
く
て 

両
手
を
ひ
ろ
げ 

待
つ
ジ
ジ
と
バ
バ 

初
夏
の 

若
鮎
踊
る
宮
川
は 

清
き
流
れ
に 

 
 

 
 

菅
笠
の
咲
く 

 
 

 

東
京 

小
笠
原
孝
枝
さ
ん  

 

ゆ
な
さ
ん
・
え
み
り
さ
ん 

とみひまりさん・おおたれなさん 

こ
ま
だ
み
く
る
さ
ん
・
か
た
お
か
せ
り
は
さ
ん 


